
50
号
の
発
刊
を
む
か
え
て

渡
邊
明
博

議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
長

議

長

野
中
裕
一
郎

創 刊 号 　 2 0 0 0 年 5 月第 6 号 　 2 0 0 1 年 8 月第11号　2002年11月新 春 号 　 2 0 0 4 年 1 月

第 2 号 　 2 0 0 0 年 8 月第 7 号 　 2 0 0 1 年 1 1 月新 春 号 　 2 0 0 3 年 1 月第 1 6 号 　 2 0 0 4 年 2 月

第 3 号 　 2 0 0 0 年 1 1 月新 春 号 　 2 0 0 2 年 1 月第 1 2 号 　 2 0 0 3 年 2 月第 1 7 号 　 2 0 0 4 年 5 月

新 春 号 　 2 0 0 1 年 1 月第 8 号 　 2 0 0 2 年 2 月第 1 3 号 　 2 0 0 3 年 5 月第 1 8 号 　 2 0 0 4 年 8 月

第 4 号 　 2 0 0 1 年 2 月第 9 号 　 2 0 0 2 年 5 月第 1 4 号 　 2 0 0 3 年 8 月新 春 号 　 2 0 0 4 年 9 月

第 5 号 　 2 0 0 1 年 5 月第 1 0 号 　 2 0 0 2 年 8 月第15号　2003年11月第19号　2004年11月

今
号
を
も
っ
て
、「
あ
ん
ぱ
ち
議
会
だ
よ

り
」
は
創
刊
か
ら
50
号
を
迎
え
ま
し
た
。

本
会
議
終
了
後
、
ひ
と
月
を
か
け
、
編
集

委
員
み
ず
か
ら
の
手
で
作
る
と
い
う
作
業
を

続
け
、
12
年
間
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

単
に
議
会
で
決
定
し
た
結
果
を
掲
載
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
や
り
取
り
さ
れ
た
質
疑
や

議
論
の
様
子
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
、
町
民

の
皆
様
に
開
か
れ
た
「
議
会
の
窓
」
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
一
般
質
問
の
追
跡
、

題
字
「
あ
ん
ぱ
ち
」
を
町
内
の
子
ど
も
た
ち

に
書
い
て
も
ら
う
、
な
ど
双
方
向
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
た
企
画
も
行
っ
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
広
報
誌
作
成
の
先
進
地
を
訪
れ
た

り
、
講
習
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
各
方
面

か
ら
の
教
え
を
請
い
、
度
重
な
る
紙
面
の
改

良
に
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
第
37
号
と

第
41
号
は
、
全
国
議
会
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル

で
奨
励
賞
を
い
た
だ
く
に
至
り
、
今
日
で
は

各
地
方
の
議
会
か
ら
、
私
ど
も
へ
視
察
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
く
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た

皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
る
こ
と
を
、
編
集
委

員
一
同
、
深
く
胸
に
刻
み
、
今
後
も
町
民
に

ご
活
用
い
た
だ
け
る
広
報
誌
の
発
行
に
力
を

尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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